
〒520‒0106 滋賀県大津市唐崎1‒3‒9

議会運営委員会 副委員長
文教・警察常任委員会 委員
防災・エネルギー対策特別委員会 委員
議会改革検討委員会 副委員長

成
田
セ
イ
リ
ュ
ウ

活
動
ア
ル
バ
ム

▼
成
田

　
障
害
者
差
別
解
消
法
を
補

完
し
、
実
効
あ
る
体
制
や
対

応
等
に
よ
り
、
共
生
社
会
の

実
現
を
確
た
る
も
の
に
し
て

い
く
た
め
に
、
条
例
の
制
定

を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
所
見
は
？

▼
三
日
月
知
事

　
糸
賀
一
雄
先
生
ご
生
誕
百

年
を
契
機
に
、
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
、
こ
れ
か

ら
の
共
生
社
会
づ
く
り
に
つ

い
て
共
に
考
え
、
行
動
す
る

た
め
の
方
策
を
検
討
す
る

「
共
生
社
会
推
進
検
討
会
議
」

を
設
置
。
社
会
的
な
合
意
形

成
、
理
解
促
進
を
図
っ
た
う

え
で
、
平
成
２８
年
度
中
に
は

条
例
の
必
要
性
を
判
断
し
た

い
。

▼
成
田

　
潜
在
的
な
就
労
希
望
者
の

実
態
把
握
を
す
る
と
と
も

に
、
法
定
雇
用
率
の
未
達
の

企
業
、中
小
企
業
を
は
じ
め
、

就
労
先
の
拡
大
な
ど
、
積
極

的
に
行
っ
て
い
き
、
よ
り
多

く
の
障
が
い
者
が
社
会
で
活

躍
で
き
る
場
の
提
供
を
行
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
障
が
い
者
の
就
労
を
さ

ら
に
拡
大
す
る
た
め
の
意
気

込
み
は
？

▼
成
田

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

が
進
行
す
る
社
会
情
勢
に
お

い
て
、
地
域
社
会
の
活
力
を

維
持
、
向
上
さ
せ
る
た
め
、

地
域
公
共
交
通
の
果
た
す
役

割
は
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

複
雑
・
多
様
化
し
て
い
く
課

題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
早

期
の
条
例
制
定
が
求
め
ら
れ

る
が
、
取
組
状
況
は
？

▼
三
日
月
知
事

　
人
口
減
少
を
見
据
え
た
豊

か
な
滋
賀
づ
く
り
総
合
戦
略

に
お
い
て
、
交
通
分
野
に
つ

い
て
「
交
通
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
位
置

づ
け
、
先
駆
的
・
重
点
的
に

取
り
組
む
。
新
年
度
に
、
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な

本
県
の
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
県
民
、
交
通
事

業
者
、
学
識
経
験
者
の
皆
様

な
ど
と
共
に
幅
広
く
議
論
を

行
い
、
そ
の
な
か
で
本
県
に

ふ
さ
わ
し
い
公
共
交
通
条
例

の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
重
要

な
テ
ー
マ
と
し
て
検
討
。

▼
成
田

　
高
齢
化
が
進
む
空
白
地
や

不
便
地
な
ど
で
、
さ
ら
な
る

生
活
交
通
の
確
保
が
必
要
で

　
皆
様
に
お
支
え
を
頂
き
な

が
ら
、
県
政
課
題
に
取
り
組

ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

三
日
月
知
事
と
議
論
を
重
ね

な
が
ら
、
県
政
が
さ
ら
に
前

に
進
む
よ
う
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
、
人
口
減
少

を
見
据
え
た
豊
か
な
滋
賀
づ

く
り
総
合
戦
略
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
少
子
高
齢
化
対

策
や
交
通
政
策
な
ど
、
次
の

世
代
に
つ
な
げ
る
政
策
を
推

進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
本
年
も
将
来
世
代
に
、
夢

や
希
望
が
描
け
る
社
会
を
築

く
た
め
、
未
来
に
対
し
て
責

任
を
持
っ
て
政
治
の
役
割
を

果
た
し
て
参
り
ま
す
。
未
来

に
笑
顔
あ
ふ
れ
る
社
会
を
つ

く
っ
て
い
く
た
め
に
も
、「
子

ど
も
・
若
者
」「
環
境
」「
健

康
」「
安
心
安
全
」「
滋
賀
の

魅
力
」
な
ど
、
県
政
へ
の
課

題
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
も
、
皆
様
方
の
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

比良山麓の石の文化を
重要文化的景観地区に！ 平成２８年度

予算施策要望

自転車条例意見募集

　大津市北部の比良山麓に位置する小松から
和邇地域には、比良山から産する石材を利用し
た歴史的構造物が今もなお残っております。こ
れらは河川や琵琶湖の水害から地域を守るため
の堤防、獣害を防ぐしし垣、利水のための水路、
石積の棚田、神社の彫刻物など、高度な技術
を有した先人が長い年月をかけて築き上げら
れた遺産です。この独特な石の文化を活用し、
重要文化的景観の指定に向けた取組みを、ＮＰ
Ｏ法人比良の里人や地元自治会をはじめ、地
域の皆様により行われております。新たな観光
資源を発掘することはまた湖西線の活性化にも
つながるといえます。

 　「琵琶湖保全再生法」を活か
した環境政策の推進や子どもの
貧困対策、観光振興、交通ネッ
トワークの整備促進など、 平成
２８年度予算と施策に関する要望
書をチームしが 県議団より三日
月知事に提出しました。

文教・警察常任委員会で、議員提案条
例として策定中の「自転車の安全で適
正な利用の促進に関する条例」につい
て、１２月２２日から１月２１日まで、県民
の意見を求めるパブリックコメントを実
施します。
詳しくは滋賀県議会
ＨＰをご覧ください。

▼
三
日
月
知
事

　
一
人
で
も
多
く
の
障
害
者

が
、
そ
の
希
望
と
能
力
に
応

じ
て
多
様
な
働
く
場
に
参

加
・
参
画
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

私
が
先
頭
に
立
ち
、
県
庁
全

体
で
の
取
組
を
一
層
強
め
る

と
と
も
に
、
滋
賀
労
働
局
や

働
き
・
暮
ら
し
応
援
セ
ン

タ
ー
等
、
関
係
機
関
と
緊
密

に
連
携
し
て
、
障
害
者
の
就

労
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
っ

て
い
く
。

▼
成
田

　
未
来
に
輝
く
人
材
の
発
掘

育
成
を
行
い
、
国
体
だ
け
で

な
く
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

や
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ス
な
ど
で
も
活
躍
で
き
る

よ
う
な
選
手
を
育
成
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境

整
備
や
人
材
の
発
掘
、
そ
し

て
、
そ
の
支
援
な
ど
、
障
が

い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
向

け
た
、
所
見
は
？

▼
三
日
月
知
事

　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加

す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ

う
、
特
別
支
援
学
校
や
特
別

支
援
学
級
に
お
い
て
、
新
し

い
種
目
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
思
え
る
取
組
を
現
在

教
育
委
員
会
で
検
討
。
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
は
、
障

害
の
理
解
促
進
、
障
害
の
あ

る
人
の
社
会
参
加
や
自
己
実

現
の
機
会
を
拡
げ
る
観
点
で

大
変
重
要
で
あ
る
。
誰
も
が

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が

で
き
、
有
望
な
選
手
の
発

掘
、
さ
ら
に
ア
ス
リ
ー
ト
へ

と
繋
が
る
よ
う
取
り
組
む
こ

と
で
、
２
０
２
４
年
の
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
向

け
て
も
共
に
邁
進
し
て
参
り

た
い
。

　議会改革検討委員会では、政
務活動費において、視察等に係
る報告書の作成提出の義務付け、
収支報告書のインターネットでの
公開、滋賀県議会業務継続計画
の策定等の議論がなされました。
　今後とも身近で透明性の高い
議会になるよう、 更なる議会改
革に向けて提案していきます。

滋
賀
県
議
会
議
員

文教・警察常任委員会
（福岡県立城西高等学校）

防災・エネルギー対策特別委員会
（山梨県北杜市）

手話サークルでは、見えない障がいを可視化するため、ボラ
ンティアと聴覚障がい者が一目でわかるバンダナを作成

石積みの棚田

琵琶湖の水害から守る堤防

獣害を防ぐしし垣

百
間
堤

Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｙ 

Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｉ
Ｌ
高
島
朽
木

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
レ
ー
ス
に
出
場

大津市消防団団長査閲

障
が
い
者
施
策
に
つ
い
て

交
通
政
策
に
つ
い
て

議会改革検討委員会あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
推
進
す
る
の
か
？

▼
三
日
月
知
事

　
大
津
市
の
志
賀
地
域
に
お

い
て
、
住
民
・
交
通
事
業

者
・
大
津
市
等
に
よ
る
協
議

会
が
主
体
と
な
っ
て
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
運
行
社
会
実
験

を
開
始
さ
れ
た
。
今
後
、
こ

の
運
行
社
会
実
験
の
運
行
状

況
や
、
実
施
す
る
中
で
生
じ

た
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
情
報
を
共
有
す

る
と
と
も
に
、
多
様
な
主
体

に
よ
る
公
共
交
通
確
保
の
モ

デ
ル
と
し
て
、
県
内
の
他
地

域
に
お
い
て
も
交
通
不
便
地

等
の
解
消
に
向
け
た
自
主
的

な
取
組
が
拡
が
る
よ
う
、
支

援
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

▼
成
田

　
防
風
柵
の
延
長
に
よ
る
強

風
対
策
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
促
進
、
ダ
イ
ヤ
改
善
等
、

更
な
る
湖
西
線
の
利
便
性
の

向
上
に
む
け
た
取
り
組
み
が

望
ま
れ
て
い
る
。
湖
西
線
広

域
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
よ

る
観
光
客
の
増
加
や
企
業
の

進
出
な
ど
、
利
用
促
進
が
進

め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
よ
い

循
環
の
下
で
、
湖
西
線
の
利

便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

今
後
の
取
組
み
は
？

▼
三
日
月
知
事

　
湖
西
線
の
強
風
対
策
と
し

て
有
効
な
手
段
で
あ
る
防
風

柵
の
延
伸
に
つ
い
て
は
、
今

後
さ
ら
に
、
志
賀
駅
か
ら
蓬

莱
駅
間
な
ど
、
さ
ら
な
る
延

伸
工
事
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
西
日

本
に
強
く
要
請
を
し
、
好
感

触
を
得
て
い
る
。
ま
た
近
江

舞
子
駅
を
最
優
先
に
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
工
事
の
実
現
に

向
け
て
、
具
体
的
な
協
議
を

進
め
て
い
る
。「
こ
せ
い
的

な
。
湖
西
」
を
テ
ー
マ
に
、

メ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
全
国

へ
の
発
信
、
訪
日
客
を
対
象

と
し
た
、
関
空
特
急
「
は
る

か
」
の
湖
西
線
初
運
行
の
今

年
度
中
の
実
現
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
く
。
今
後
と
も
、

沿
線
市
や
住
民
の
皆
様
と
一

緒
に
、
積
極
的
に
取
組
を
展

開
し
、
乗
降
客
数
の
増
加
、

そ
し
て
ダ
イ
ヤ
の
改
善
な
ど

利
便
性
の
向
上
に
つ
な
げ
て

ま
い
り
た
い
。

謹
ん
で
新
春
の

　
　
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
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